
 

Ⅱ.自主改善努力評価に関する事項 
 １ 後席シートベルト着用の啓発 
（１） 活動状況 
（２）  

   

 

 

 

 

 

（２）効 果 

    後席シートベルト着用効果について、運行管理者及び適性診断受診者に対して周知が図

られた。 

 

 

（３）今後の課題 

    引き続き、後席シートベルト着用効果について指導講習及び適性診断実施時において周

知を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一般講習テキスト】               【配付チラシ】       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シートベルト非着用映像】       【シートベルト着用映像】 

乗員のシートベルト着用率を向上させることが自動車事故による死亡重傷者数の削減に

つながることから、特に着用率の低い後席シートベルトの着用効果について、一般講習テキ

ストに掲載するとともに、講習会場でのチラシ配布、後席シートベルトを着用しない場合と

着用した場合の衝突映像を流し、運行管理者等に対し周知を図った。 

また、適性診断受診者に対しても同様に周知を図った。 
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本年度より、開始した「訪問支援サービス」の効率的な運用を図るために、「訪問サービス実施マ

ニュアル」を作成し、取り扱いについて担当職員に対して４月及び１１月に説明を行った。 

2．重度後遺障害者及びその家族に対する訪問支援の強化 

（１）活動状況 

 

 

 

（２）効 果 

 訪問支援サービスを各支所において、「訪問サービス実施マニュアル」を参考として、訪問支援サー 

ビスを実施することにより、より効果的な受給者等に対する精神的支援が行えた。 

 

（３）今後の課題 

 本年度の訪問支援サービスの実施結果報告を踏まえ、「訪問サービス実施マニュアル」のブラッシュ 

アップを行う必要がある。 

 

【訪問支援サービス実施マニュアルの概要】 

１． 概要 
２． 目的 
３． 訪問支援サービスの流れ 
 

 
 

４．訪問支援サービス実施要項（抜粋） 

  ・日時の決定 

・接遇の心得 

・訪問時の注意． 

・実際の進め方 

・面談時の聞き取り方 

・「面談シート」の記載方法 

訪 問 支 援 サ ー ビ ス の フ ロ ー チ ャ ー ト  
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３．療護センター担当者会議の活動内容 

 

（１） 活動状況 

 

 

 

 

 

 

（２） 効果 

療護センター等の現状及び課題の整理を行い、医師、看護師、リハビリ担当者、ソーシャル

ワーカー別にそれぞれ対応策など業務検討を行うとともに、情報の共有を図り、入院患者等へ

の質の高い治療・看護等の充実を図った。 

① 業務運営の効率化（医療機器の有効利用と維持管理） 

② 治療・看護・リハビリ技術等の開発・向上 

③ 治療・看護・リハビリ技術の社会還元（学会、他の医療施設、在宅患者の介護者等） 

④ 治療効果の測定方法、効果分析等 

⑤ 患者の退院後のフォロー 

⑥ 患者の入院期間の短縮 

⑦ 療護センター機能の病床委託病院への協力・支援 

⑧ 患者家族等への支援の充実強化 

等 

 

（３） 今後の課題 

同担当者会議の検討結果を踏まえ、療護センターの入院患者及び在宅介護の遷延性意識 

障害者に対し、より質の高い治療・看護等を提供していくことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

療護センターの効率的な運営及び療護センターの医療・看護技術等の開発・向上を図るため、各

療護センターのセンター長、看護師長及び医療関係スタッフ並びに機構担当職員をメンバーとする

会議をセンター長、看護師長、リハビリ担当責任者、メディカル・ソーシャルワーカー別に年２回

ずつ開催し、現状及び課題の整理を行い、対応策など業務検討を行った。 
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平成１７年度に作成した療護センターの広報ビデオ（『社会復帰を願って』）を活用し、療護セ

ンターの目的、業務内容等について、引き続き広報活動を実施。 

３－２．療護センターの広報ビデオ 
 
（１）活動状況 

 
 
 
 
 
（２）効果  

１７年度に作成した療護センター広報ビデオ、DVDを、運送業者、事業者団体などに対し、

研修、講習、会議、イベントなどあらゆる機会に上映してもらい、なるべく多くの方が視聴

できるよう支所のトップセールス等による働きかけを行った。 

 

（３）今後の課題 

 療護センターの存在や役割についての広報は、今後も引き続き継続していくことが必要と

考えている。 

 
 

【療護センター広報ビデオ・ＤＶＤ】 
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４．積極的な広報の実施 

（ホームページの活用） 

 

（1）活動状況 

 

 

 

 

 

（2）効 果 

①ホームページ 

 ユーザーの視点に立った見やすいホー

ムペ－ジを目指し改良するとともに、コ

ンテンツの追加やメンテナンスを随時行

なった結果、約１１２万のアクセスを記

録し、開設以来初めて１００万アクセス

を突破した。 

②メールマガジンの発行 

  プッシュ型広報を展開するために5月

よりNASVAメールマガジンの発行を開

始した。19年度は7回の発行を行い、タ

イムリーな情報の提供を行った。 

 ③広報プロジェクトチーム 

広報の現状と課題の分析、効果的な広

報の実施を検討するために活動を行った。 

プロジェクトチームでは機構の使命

（ミッション）を明確にするため、新し

い宣言文、使命、行動指針の策定を行う

とともに、事務室への掲示、ホームペー

ジへの掲載など対外的なＰＲを実施した。

 また、機構パンフレットの企画・検討

を行い、全面改訂を実施するなど広報活

動の充実を図った。 

（3）今後の課題 

今後、さらなる広報活動の展開を図る

ため、広報プロジェクトチームでの実行

結果も踏まえつつ、さらに機構の認知度

の一層の向上を図り、業務全般の理解を

得ることに努める。 

  

機構一体として広報活動を積極的に展開するため、ホームページについてはアクセスしや

すいサイトを目指してページデザインの改良などを図るとともに、こまめなデータの更新を

行った。また、新しいサービスとして交通安全情報や被害者援護制度などの情報を提供する

ため、５月よりNASVAメールマガジンの発行を開始した。 

【ＨＰアクセスの状況】 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

トップページ 広報事項 事故防止 被害者援護 アセスメント その他 計

18年度実績

19年度実績

【ＮＡＳＶＡメールマガジン】 
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【新しい機構パンフレット】 
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